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論文内容の要旨
経営分野で生じる問題の多くは，相反する複数の目的を有するため，通常はきわめて複雑である。本論文は 5 つの
章から構成され，幾つかの互いに矛盾する目的を同時に考慮しなければならない状況のもとでの意思決定問題，とり
わけ， ファイナンスに関する意思決定問題を研究の対象とし，意思決定者の選好を反映し，それを明確にすることに
焦点が当てられる O
第 1 章は本論文の中心課題で、ある多目的計画問題についての導入部分である。多目的線形計画問題の最も有望で効
率的な方法のーっとして，目標計画法(ゴール・プログラミング)を取り上げ，それを適用する際の最も重要な難点
について議論する D
第 2 章では意思決定者の選好を目標計画モデ、ルに定式化するためのさまざまな方法とそれらの有効性について考察
する。各方法問の基本的な関係と'性質について述べ，それらを統合した接近法を提案する o 非線形の効用関数を線形
近似した場合，意思決定者の効用に関する情報がどの程度失われるかについて説明し，どのようにすれば情報損失を
最小にできるかについて議論し，次の 3 点に対する解答を与える。
(1)目標計画法によって意思決定者の効用関数をうまく反映できるか。
(2)意思決定者の選好を考慮した場合，最も重要な制約と難しい点はどのようなものか。
(3)上述の制約と難点をできるだけ取り除くためには，どのようにすればよいか。
最後に意思決定者の選好関数をより効率的に定める際に，分析者に役立つような会話型の効率的な手順を生産計画
に関する数値例を用いて説明する。
第 3 章ではさまざまなポートフォリオ選択問題を統合し，その運用成績を評価するために，問題を選択過程と評価
過程に分解した新しい手法を提案する o 選択過程においては互いに矛盾する目的を多目的計画問題として定式化し，
評価過程においては評価をし，系統的に簡単に行えるように工夫されている口この手法は基準となるベンチマーク・
ポートフォリオに関する十分な'情報が利用できないときに特に有効であることを指摘する。
第 4 章では混合型整数目標計画問題を導入して多期間の投資意思決定問題を定式化するためのかなり一般的なモデ
ルを提案する O この方法は多期間の多目的問題を考慮しなければならない財務意思決定者に意思決定のための支援シ
ステムとして有効であることを示す。
第 5 章は本論文の結論と今後に残された問題点と解決方法について指摘している。
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論文審査の結果の要旨
互いに相反する複数の目的をもっ意思決定問題は経営の管理や計画の諸分野に現れるが，本論文は不確実性下での
投資意思決定問題に焦点を当て，取引費用，税金など市場に摩擦を与える要因を含めた現実的な多目的決定問題の解
決法に関する研究を進めている。問題解決の方法として，実用的にも有力である目標計画法 (Goal Programming) 
を適用し，その際に生じる種々の難点と各方法問の基本的関係，および，性質について整理した後，それらを統合し
た会話型の効率的な新しい接近法を開発している。この方法は効用関数の近似による意思決定者の情報損失を最小に
するという基準を満たし，意思決定のための支援システムとして有効であると考えられる。
また，投資問題の中心課題であるポートフォリオ選択問題に目を向け，投資の運用成績を評価するための問題を選
択過程と評価過程に分解し，混合型整数目標計画問題として定式化した新しい手法を提案している o 選択過程におい
ては互いに矛盾する目的を多目的計画問題として捉え，評価過程においては評価をシステマチックに簡単に行える計
算方法を確立しており，基準となるベンチマーク・ポートフォリオに関する情報が不完全にしか利用できない状況に
おいては，この手法は特に有効であると言える D
これらの結果は，目標計画法の投資意思決定問題への応用に新しい道を拓くものであり，博士(経済学)の学位論
文として十分に価値あるものと認める。
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